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エ
タ
を
チ
ョ
ウ
リ
と
い
う
地
方
が
多
い
。
文
字
に
「
長
吏
」
と
書
く
。
或
い
は
こ
れ
を
チ
ョ
ウ
リ
ン
ボ
ウ
と

も
い
う
。
「
長
吏
坊
」
で
、
長
吏
に
「
坊
」
と
い
う
賤
称
を
附
し
た
の
で
あ
る
（
「
坊
」
と
い
う
賤
称
の
事
は

他
日
別
に
発
表
す
る
予
定
）
。

　
長
吏
の
名
義
は
徂
徠
の
「
南
留
別
志
」
に
、
張
里
の
誤
り
な
る
べ
し
と
あ
る
。
張
里
は
馬
医
者
の
事
だ
と
い

う
。
「
燕
石
雑
志
」
に
は
、
「
鎌
倉
将
軍
の
時
に
穢
多
の
長
を
長
吏
と
云
ひ
け
り
」
と
あ
る
も
確
か
な
出
所
を

知
ら
ぬ
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
に
既
に
長
吏
の
称
の
あ
っ
た
事
は
、
後
に
引
く
文
書
に
も
見
え
て
確
か
な
事
だ
。

俗
説
に
チ
ョ
ウ
リ
は
町

離

で
、
エ
タ
を
賤
ん
で
民
家
と
雑
居
せ
し
め
ず
、
町
を
離
れ
た
所
に
置
い
た
か
ら
だ
と

も
、
或
い
は
丁

離

で
、
エ
タ
村
は
道
中
の
丁
数
に
数
え
な
い
か
ら
だ
な
ど
と
の
説
も
あ
る
が
、
も
と
よ
り
採
る

に
足
ら
ぬ
。

　
長
吏
は
文
字
の
如
く
吏
員
の
長
た
る
も
の
の
称
で
、
「
撮
壌
集
」
官
名
の
部
に
、
「
長
吏
」
と
出
て
い
る
。

三
井
寺
で
は
智
証
大
師
円
珍
が
始
め
て
こ
の
職
に
補
せ
ら
れ
て
以
来
、
代
々
そ
の
長
た
る
も
の
を
長
吏
と
云
っ

て
い
る
。
「
拾
芥
抄
」
僧
官
の
部
に
、

　
三
井
寺
主
　
云
長

吏

。
聖
護
院
・
実
相
院
・
円
満
院
、
此
三
門
輪
転
而
被
勤
之
。

　
と
あ
る
。
叡
山
で
座
主
、
東
寺
で
長
者
と
い
う
類
で
、
勧
修
寺
で
も
や
は
り
そ
の
最
上
席
の
僧
を
長
吏
と
云
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っ
て
い
る
。
「
勧
修
寺
長
吏
次
第
」
に
、

　
或
記
云
、
真
言
・
三
論
両
度
者
被
置
之
。
当
寺
代
々
長

吏

兼
三
論
、
応
公
請
畢
云
云
。

　
な
ど
あ
る
。

　
賤
者
に
対
し
て
こ
の
称
の
見
え
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
鎌
倉
時
代
寛
元
二
年
三
月
の
、
奈
良
坂
・

清
水
坂
両
所
の
非
人
争
議
の
文
書
で
あ
る
。

　
本
寺
（
興
福
寺
）
奈
良
坂
非
人
陳
申
、

　
清
水
坂
非
人
等
条
々
虚
誕
子
細
状
。

　
一
、
彼
状
云
、
相
語
当
坂
小
法
師
原
、
打
入
当
坂
、
令
殺
‐
害
長

吏

畢
云
云
。

　
陳
申
云
。
不
知
子
細
申
状
也
。
彼
坂
所
住
之
非
人
等
吉
野
法
師
、
伊
賀
・
越
前
・
淡
路
法
師
等
、
無
指
過
、

　
為
長

吏

法

師

被
追
却
之
刻
、
奈
良
坂
宿
来
歎
申
之
間
云
云
。
（
古
事
類
苑
引
）

　
こ
こ
に
長
吏
法
師
と
は
、
清
水
坂
の
非
人
法
師
等
の
頭
の
称
で
あ
る
。
非
人
等
の
中
に
は
、
法
師
姿
を
し
て
、

何
々
法
師
と
称
し
て
い
た
も
の
が
多
い
。
東
寺
の
散
所
法
師
と
か
、
右
の
文
書
に
見
え
る
小
法
師
の
類
み
な
こ

れ
で
、
こ
れ
ら
は
沙
門
と
賤
者
の
関
係
を
説
く
場
合
に
詳
論
し
た
い
。
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右
の
文
書
に
見
え
る
も
の
は
京
都
清
水
坂
の
非
人
長
吏
の
事
で
あ
る
が
、
他
の
非
人
の
団
体
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
長
吏
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
配
下
の
非
人
を
取
締
っ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
「
見

聞
雑
記
」
に
、
弘
治
二
年
文
書
に
上
州
平
野
村
長
吏
九
郎
左
衛
門
、
小
田
原
長
吏
太
郎
左
衛
門
訴
訟
の
事
が
あ

る
。
ま
た
、
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
」
に
は
、

　
私
先
祖
摂
津
国
池
田
よ
り
相
州
鎌
倉
へ
罷
下
、
相
勤
候
処
、
長

吏

以
下
之
者
依
為
強
勢
、
私
先
祖
に
支
配
被

　
為
仰
付
云
云
。

　
寅
年
（
天
正
十
八
年
）
御
入
国
之
御
時
、
私
先
祖
武
蔵
国
府
中
よ
り
罷
出
、
鎌
倉
よ
り
段
々
相
勤
申
候
由
緒

　
申
上
候
得
共
、
御
役
等
長

吏

以

下

支
配
被
仰
付
候
云
云
。

と
も
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
長
吏
と
は
、
非
人
に
長
た
る
者
を
云
っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
エ
タ
と
非
人
と
は
、

も
と
さ
ま
で
区
別
の
な
い
も
の
で
、
エ
タ
ま
た
所
謂
非
人
の
一
部
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
区
別
し
出
し

た
の
は
徳
川
幕
府
取
締
り
上
の
便
宜
と
、
エ
タ
は
皮
を
扱
い
肉
を
喰
う
が
為
に
そ
の
身
に
穢
れ
あ
り
と
せ
ら
れ

た
迷
信
と
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
特
殊
部
落
研
究
号
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

中
に
も
エ
タ
は
早
く
定
職
を
得
て
村
役
人
と
な
り
、
非
人
等
を
取
締
る
傍
ら
、
村
内
の
警
固
に
任
じ
、
犯
罪
人

追
捕
及
び
処
刑
、
行
路
病
者
の
保
護
、
行
倒
人
の
始
末
、
穢
物
の
取
片
附
け
等
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
は
自
然
長
吏
の
名
を
得
た
者
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
エ
タ
が
こ
と
ご
と
く
長
吏
で
は
な
い
。
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皮
田
・
皮
屋
・
皮
坊
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
皮
革
業
者
は
、
そ
の
身
に
穢
れ
あ
り
と
の
事
か
ら
皆
エ
タ
仲
間
に
見

做
さ
れ
た
結
果
、
長
吏
指
揮
の
下
に
、
右
の
賤
職
に
従
事
す
る
も
の
が
少
か
ら
ず
あ
っ
た
に
は
相
違
な
い
。
川

辺
政
一
君
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
備
後
の
或
る
地
方
で
皮
田
を
エ
タ
の
下
に
見
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
示
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
東
国
で
は
、
エ
タ
の
事
を
直
ち
に
長
吏
ま
た
は
長
吏
ん
坊
と
呼
ぶ
例
に
な
っ
て
は
い
た

が
、
関
西
地
方
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
寺
石
正
路
君
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
土
佐
で
は
長
吏
は
エ

タ
頭
と
し
て
、
旧
慣
に
よ
っ
て
帯
刀
を
許
し
、
そ
の
下
に
エ
タ
年
寄
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
普
通
の
エ
タ
が
あ
っ

た
。
東
国
で
も
も
と
は
長
吏
は
エ
タ
の
頭
分
の
も
の
で
、
長
吏
す
な
わ
ち
エ
タ
で
は
な
か
っ
た
。
古
事
類
苑
引

「
我
衣
」
に
、
「
長
吏
と
は
手

下

あ
る
な
り
」
と
あ
る
。
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
」
に
、
「
小
田
原
長
吏
太
郎
左

衛
門
、
小
田
原
氏
直
御
証
文
を
以
て
、
長
吏
以
下
支
配
の
儀
奉
願
」
と
い
い
、
ま
た
「
上
州
下
仁
田
長
吏
馬
左

衛
門
長
吏
之
論
に
付
、
甲
斐
信
玄
公
御
証
文
を
以
論
仕
候
」
と
あ
る
長
吏
も
、
た
だ
の
エ
タ
の
事
で
は
な
い
。

窪
坂
豊
成
君
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
甲
斐
で
は
長
吏
は
非
人
や
穢
多
の
お
役
人
だ
と
あ
る
。
「
諸
御
用
秘
鑑
」
所

載
安
永
二
年
五
月
の
神
谷
大
和
守
報
告
文
に
、
「
穢
多
非
人
等
不
届
有
之
、
追
放
以
下
之
御
仕
置
に
当
り
候
得

ば
、
某
所
之
穢
多
頭
へ
引
渡
、
相
当
之
仕
置
申
付
候
様
御
申
渡
被
成
候
事
に
御
座
候
処
、
中
国
御
代
官
所
之
穢

多
非
人
不
届
有
之
候
節
、
穢

多

頭

無

之

候

故

、
差
支
申
候
由
。
尤
も
中
国
御
代
官
所
に
て
為
御
糺
被
成
、
弥
中

国
に
穢
多
頭
非
人
頭
も
無
之
候
は
ヾ
、
当

表

之

長

吏

え

御

引

渡

可
被
成
と
思
召
候
。
」
と
あ
る
長
吏
も
、
ま
た

平
エ
タ
で
な
く
し
て
、
所
謂
穢
多
頭
相
当
の
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
し
か
る
に
東
国
で
往
々
長
吏
を
一
般
の
エ
タ
の
名
称
の
如
く
用
う
る
に
至
っ
た
の
は
、
今
も
東
京
人
が
し
ば
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し
ば
た
だ
の
消
防
夫
を
「
頭
」
と
呼
ぶ
様
な
類
で
あ
る
。
一
体
名
称
は
上
よ
り
次
第
に
下
に
及
び
が
ち
の
も
の

で
、
も
と
大
関
の
名
で
あ
っ
た
関
取
の
称
を
、
幕
内
相
撲
全
体
に
及
ぼ
し
、
は
て
は
褌
か
つ
ぎ
ま
で
も
時
に
は

「
お
い
関
取
」
と
呼
ん
で
喜
ば
せ
る
。
も
と
は
少
工






に
対
す
る
名
と
し
て
、
工





の
上
席
の
も
の
の
称
で
あ
っ
た

大
工





の
語
を
、
後
世
一
般
の
木
材
建
築
職
人
に
及
ぼ
し
、
そ
れ
で
も
な
お
不
足
で
、
そ
の
頭
分
を
棟
梁
と
云
い
、

は
て
は
た
だ
の
叩
き
大
工
を
も
し
ば
し
ば
棟
梁
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
類
、
み
な
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
因
に
云
う
。
奈
良
の
非
人
に
は
長
吏
が
あ
っ
た
。
非
人
頭
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
先
住
民
と
差
別
　
喜
田
貞
吉
歴
史
民
俗
学
傑
作
選
」
河
出
書
房
新
社

　
　
　2008
（
平
成20

）
年1

月30

日
初
版
発
行

初
出
：
「
民
族
と
歴
史
　
第
二
巻
第
四
号
」

　
　
　1919

（
大
正8
）
年10

月
号

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
門
田
裕
志

2011

年6

月30

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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